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スパン数

注１．【　】内の寸法はＳＰ１２ＧＴＡ・ＳＰ１２ＧＴＢの場合を示す。

注２．《　》内の寸法はＳＰ１１ＧＴＡ・ＳＰ１１ＧＴＢの場合を示す。
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連 棟 寸 法 表
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ＳＰ１１ＧＴＡ　ＳＰ１１ＧＴＢ
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Ｌ１（柱間長さ） Ｌ２（屋根長さ） Ｌ３（基礎長さ）
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タクボ自転車置場

株式
会社田窪工業所
（ＳＰ１ＧＴ　２０１５．０８）

長期地耐力５０ｋＮ／ｍ２以上、垂直積雪量６０ｃｍ以下

基準風速Ｖｏ３４ｍ／ｓ以下　、地表面粗度区分Ⅲ以上　　
【設置可能地域】

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

ｎ

　２８００

　５６００

　８４００

１４０００

１６８００

１９６００

２２４００

２５２００

２８０００

２８００×ｎ

　３２７０

　６０７０

　８８７０

１４４７０

１７２７０

２００７０

２２８７０

２５６７０

２８４７０

（２８００×ｎ）＋４７０

　３２００

　６０００

　８８００

１４４００

１７２００

２００００

２２８００

２５６００

２８４００

（２８００×ｎ）＋４００

　２４５０

　４９００

　７３５０

　９８００

１２２５０

１４７００

１７１５０

１９６００

２２０５０

２４５００

２４５０×ｎ

　２９２０

　５３７０

　７８２０

１２７２０

１５１７０

１７６２０

２００７０

２２５２０

２４９７０

（２４５０×ｎ）＋４７０

　２８５０

　５３００

　７７５０

１２６５０

１５１００

１７５５０

２００００

２２４５０

２４９００

（２４５０×ｎ）＋４００

１１２００ １１６７０ １１６００ １０２７０ １０２００

　２１００

　４２００

　６３００

　８４００

１０５００

１２６００

１４７００

１６８００

１８９００

２１０００

２１００×ｎ

　２５７０

　４６７０

　６７７０

１０９７０

１３０７０

１５１７０

１７２７０

１９３７０

２１４７０

（２１００×ｎ）＋４７０

　２５００

　４６００

　６７００

１０９００

１３０００

１５１００

１７２００

１９３００

２１４００

（２１００×ｎ）＋４００

　８８７０ 　８８００

水
勾

配
１

／
１

０
０

平　面　図　Ｓ＝１：５０

正　面　図　Ｓ＝１：５０

Ａ

Ａ

Ｇ．Ｌ．

注：この基礎は標準を示しています。現場

　　の実情に合わせて、ご設計下さい。
基礎伏セ図　Ｓ＝１：５０
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注３．｛　｝内の寸法はＳＰ１３ＧＴＡ・ＳＰ１２ＧＴＡ・ＳＰ１１ＧＴＡの場合を示す。

注４．〈　〉内の寸法はＳＰ１３ＧＴＢ・ＳＰ１２ＧＴＢ・ＳＰ１１ＧＴＢの場合を示す。

注５．ｎは、連棟数を示す。



自転車置場

株式

会社

SP1GTA(腰板1段)・SP1GTB(腰板2段)部品明細 Vol.3

M5×10
トラスネジ

φ4×45
トラスタッピンネジ

M6×45
六角ボルト

M6×16
六角ボルト

M6×20
六角ボルト

M6×55
六角ボルト

M6 ナット

M10 ナット

M10 ワッシャ

M10×20
六角ボルト

M10×80
六角ボルト

M10×70
六角ボルト

M8
ゆるみ止めナット

屋根用 M8
ネジキャップ

柱前 左右

柱前 中

柱後 左

柱後 右

柱後 中

梁

ガセットプレート 左

ガセットプレート 右

腰板上枠 左右

腰板下枠 左右

腰板上枠 後

腰板下枠 後

腰板 左右

腰板 後

車止め棒取付金具

車止め棒

桁

桁 左右

桁取付プレート

桁カバー

屋根板

屋根サドル

左化粧板

右化粧板

前面化粧板 左

前面化粧板 右

前面化粧板 中

軒樋受金具Ａ

軒樋受金具Ｂ

軒樋受取付金具

軒樋

軒樋 右

軒樋止まり 左

軒樋止まり 右

たて樋

落し口

エルボ

丸樋サドル

丸樋サドル取付台

たて樋取付スペーサー

アンカー棒

膜付グロメット

樋接着剤

コーキング

ネームプレート

補修塗料

組立説明書

取扱説明書

基礎施工図

保証書

パッキン

穴ふさぎ
シール

注：( )内は予備の個数で、全体の数量に含まれます。

注：小数点を含む数量は、連棟数で合計した後、小数点以下を切り上げます。

■ 腰板１段仕様・腰板２段仕様 共通(K…基本部、LN…連棟部・たて樋なし、L…連棟部・たて樋付)

■ 専用部品以外は、腰板１段仕様・腰板２段仕様 共通(K…基本部、LN…連棟部・たて樋なし、L…連棟部・たて樋付)

屋根座金

[ SP1GT-Vol.2 : 2019.04 ]

名称

機種

■ 腰板 １ 段仕様 専用部品

■ 腰板 １ 段仕様 専用部品

■ 腰板２段仕様 専用部品

■ 腰板２段仕様 専用部品

前
後
方
向

後 後 後後

■ 共通部品 部品名

機種

SP11GTA
SP11GTB

SP12GTA
SP12GTB

SP13GTA
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SP13GTB

K LN L K LN L K LN L 部品名
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柱後 左 柱後 右 柱後 中
柱前 左右

柱前 中
(ネジ穴なし)

梁

図と表で、部品の数量を確認してください。

中補強

中補強
２段用

腰板縦枠
左

腰板2段
縦枠 左

腰板縦枠
右

腰板2段
縦枠 右

腰板左右上

腰板後上

腰板２段仕様の場合は  
柱に、腰板縦枠取付用の  

ネジ穴を現地で加工してください。

腰板左右

腰板後

腰板上枠 左右

腰板下枠 左右

腰板上枠 後

腰板下枠 後

車止め棒

車止め棒取付金具

桁

桁取付プレート 桁カバー ガセットプレート 右ガセットプレート 左

軒樋

軒樋受金具Ａ

軒樋受金具Ｂ 軒樋受取付金具

軒樋 右

軒樋止まり 右 軒樋止まり 左

前面化粧板 右

前面化粧板 左

前面化粧板 中

左化粧板

右化粧板

桁 左右

屋根板

下に折り曲げ

上に折り曲げ

長い

短い

屋根サドル

下
枠

の
底

には水
抜

き用
の

穴
があります。

下
枠

の
底

には水
抜

き用
の

穴
があります。

上

エルボ
丸樋サドル

たて樋取付
スペーサー

丸樋サドル
取付台

膜付グロメット
落し口

機種別明細表

ネームプレート
(シール)

ネジ個数表

基本部＋連棟部 組合せ例

M6
ネジキャップ

M10
ネジキャップ

M10
ナットキャップ

基本体

3連棟

5連棟

6連棟

7連棟

8連棟

9連棟

10連棟

2連棟

連棟数

4連棟

軒樋(たて樋取付)たて樋位置 配置例 軒樋(たて樋なし・膜付グロメット) 軒樋 右(たて樋取付)

Kのみ K＋L

K＋LN＋L K＋LN＋L×2

K＋LN×2＋L×3

K＋LN×3＋L×3

K＋LN×3＋L×4

K＋LN×4＋L×4

K＋LN×4＋L×5

K＋LN×2＋L×2

〔EC-15-SGTB-00-00〕

アンカー棒

※腰板縦枠を取り付けるネジ穴の位置(　)
　たて樋を取り付けるφ3.7㎜穴の位置(　)
※柱後中のφ3.7㎜穴には、穴ふさぎシールが貼ってあります。たて樋を
　取り付ける場合は、シールをはがして取り付けてください。

た
て
樋

ネ
ジ
穴

ネ
ジ
穴

ネ
ジ
穴

ネ
ジ
穴

前

前

前

上 上

上

腰板縦枠 左

腰板縦枠 右

中補強

腰板２段縦枠 左

腰板２段縦枠 右

中補強２段用

腰板左右上

腰板後上

※一部の部品には部品番号シールが貼ってあります。この説明書では
　丸シールの下半分の番号を表記しています。
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39
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38

38

03

03

02

02 01

01

119

115

116

219
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131

231

331

319
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17
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10

番
号

番
号

(K…基本部、LN…連棟部・たて樋なし、L…連棟部・たて樋付)

24(1)47(1) 24(1)

25(1)49(1) 25(1)

24(1)47(1) 24(1)

25(1)49(1) 25(1)

24(1)47(1) 24(1)

25(1)49(1) 25(1)
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